
中
古
天
台
に
お
け
る
始
覚
法
門

桃

尾

幸

順

は

じ
め
に

中
古
天
台

の
本
覚
思
想
は
中
国
天
台
と
日
本
天
台
と
の
違
い
を
明
ら

か
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
後
の
時
代
の
仏
教
諸
宗
派
や
日
本
文
化
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
本
覚
と
い
う
言

葉
は

『大
乗
起
信
論
』
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
も
の
を
起
源
と
す
る
こ

と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
中
古
天
台
に
お
け
る
本
覚
は
、
『大

乗
起
信
論
』
に
お
け
る
本
覚
と
は
明
ら
か
に
違
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

『大
乗
起
信
論
』
に
お
け
る
本
覚
の
如
来
蔵
的
な
意
味
に
加
え
て
、
中

古
天
台

で
は
天
台
教
学
の
不

二一

元
論
的
な
要
素
も
付
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら

『大
乗
起
信
論
』
に
お
い
て
本
覚
と
共

に
説
か
れ

て
い
る
始
覚
と
い
う
概
念
も
、
中
古
天
台
に
お
い
て
は
違
う

意
味
を
も

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

本
稿
で
は
、
中
古
天
台
の
文
献
に
お
い
て
始
覚
と
い
う
言
葉

の
使
用

例
を
見
て
、
中
古
天
台
に
お
け
る
始
覚
法
門
の
意
義
や
役
割
を
考
察
し

て
ゆ
き
た
い
。
そ
し
て
こ
の
中
古
天
台
に
お
け
る
始
覚
と

『大
乗
起
信

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第
二
号

平
成
十
八
年
三
月

論
』
に
お
け
る
始
覚
を
比
較
対
照
し
て
中
古
天
台
思
想
を
考
察
し
、
ま

た
文
献
に
よ
る
始
覚
の
概
念
の
相
違
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始

覚
の
概
念
の
幅
や
広
が
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
反
対
概
念
で
あ
る
本
覚
法

門
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
ゆ
き
た
い
。

二

『
大
乗
起
信
論

』

に
お
け

る
始
覚

始
覚
と
本
覚
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
ず

『大
乗
起
信
論
』
を
み
て
み

た
い
と
思
う
。
『大
乗
起
信
論
』
に
は
次
の
よ
う

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

本
覚
義
者
。
対
始
覚
義
説
。
以
始
覚
者
即
同
本
覚
。
始
覚
義
者
。
依
本
覚

故
而
有
不
覚
。
依
不
覚
故
説
有
始
覚
。
(大
正
蔵
三
二
・
五
七
六
頁
中
)

こ
こ
で
は
、
本
覚
の
意
味
は
始
覚

の
意
味
に
対
し
て
説
か
れ
る
と
し

な
が
ら
、
始
覚
は
す
な
わ

覚
と
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
本
覚
が
あ
る
が
故
に
不
覚
が
あ
り
、
不
覚
が
あ
る
が
故
に
始
覚
が
あ

る
と
説
か
れ
る
。
意
味
の
上
で
は
本
覚
は
始
覚

に
対
し
て
説
か
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
が
、
本
来
は
同
じ
も

の
で
あ
り
、
根
本
の
悟
り
と
し
て

の
本
覚
が
不
覚
と
い
う
迷

い
に
覆
わ
れ
る
こ
と

で
、
改
め
て
始
覚
と
い

一
四
三
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う
も
の
が
必
要
と
さ
れ
る
。
本
覚
か
ら
不
覚
を
経
は
し
て
始
覚
に
い
た

る
こ
と
は
、

つ
ま
り
本
来
あ
る
べ
き
も
の
に
帰
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
本
覚
と
始
覚
は
対
立
概
念
と
い
う
よ
り
、
む
し

ろ
類
似
概
念
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
古
天
台
に
お
け
る
始
覚
は
ど
の
よ
う
に
意
味
付

け
さ
れ
て
い
る
か
を
次
に
見
て
ゆ
き
た
い
。

二

中
古

天
台

に
お
け
る
始
覚

最
初
に

『修
禅
寺
決
』
に
お
け
る
始
覚
の
意
味
を
考
え
て
み
る
。
『修

禅
寺
決
』
は
伝
教
大
師
最
澄
作
と
伝
承
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
鎌
倉
時

代
中
期
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
文
献
で
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
始
覚

と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
を
三
ヵ
所
ほ
ど
取
り
上
げ
て
み

る
。ま

ず

『修
禅
寺
決
』
四
帖
内

一
に
お
い
て
の
次
の
記
述
が
あ
げ
ら
れ

る
。

惣
於

二
心
三
観
有
十
四
種
不
同
、
(中
略
)
三
証
者
実
修
三
観
、
謂
始
覚

門
之
時
於
分
真
即
修
実
三
観
、
本
伝
中
証
者
所
修

一
心
三
観
即
是
也

(日
本

思
想
体
系
九

・
三
 二
四
頁
上
下
)

こ
こ
で
は

二
心
三
観
に
は
十
四
種
の
不
同
が
あ
る
と
す
る
中
の
第
三

と
し
て
、
証
者
実
修
三
観
を
あ
げ
、
始
覚
門
の
時
は
分
真
即
に
お
い
て
、

実
の
三
観

を
修
す
る
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
こ
に
お
け
る
始
覚
門
の

意
味
は
凡

か
ら
聖
に
い
た
る
天
台
の
段
階
的
な
修
行
法
と
い
う
も
の
に

一
四
四

な
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
同
じ

『修
禅
寺
決
』
の
四
帖
内
三
に
お

い
て
の
記
述
を
あ
げ
て

み
る
。但

今
妙
名
依
人
浅
深
妙
体
作
勝
劣
、
始
覚
帯
迷
之
輩
以
不
反

二
理
為
妙
九

界
迷
心
為
麁
故
、
妙
義
成
偏
意
不
称
本
法
、
然
後
捨
今
始
情
執
帰
本
達
実
処

之
時
、
対
述
本
故
成
二
見
妙
亦
不
成
本
性
、
上
根
上
智
輩
直
達
妙
実
或
値
知

識
或
従
経
巻

(日
本
思
想
体
系
九

・
三
四
三
頁
下
)

こ
こ
で
は
人
に
は
浅
深
が
あ
る
の
で
、
妙
体

に
勝
劣
が
あ
る
と
説
か

れ
、
上
根
上
智

の
輩
が
深
で
あ
り
、
直
ち
に
妙
実
に
達
す
る
と
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
始
覚
帯
迷
の
輩
は
浅
で
あ
り
、
妙
と
麓
を
区
別
し
、
本

迩
を
対
立
さ
せ
る
の
で
、
真
実
の
意
味
で
の
妙
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
始
覚
は
帯
迷
と
い
う
言
葉
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
本
来

の
悟
り
に
至

っ
て
い
な

い
と
い
う
意
味
合

い
で
、

劣
っ
た
存
在

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た

『修
禅
寺
決
』
四

帖
内

一
の
引
用
文

に
お
い
て
は
、
特
に
始
覚
に
対
し
て
、
価
値
観
は
反

映
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
こ
こ
で
は
劣
る
と

い
う
価
値
が
付
与
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
ま
た
同
じ

『修
禅
寺
決
』
の
四
帖
内
四
に
お
け
る
記
述
を
見
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

通
三
身
有
用
、
法
身
化
用
者
、
法
身
如
来
住
法
性
源
空
為
自
性
十
界
説
法

利
生
、
眼
見
色
耳
聞
○
皆
是
由
法
身
説
法
花
用
、
報
身
用
者
、
住
自
行
報
土

為
内
証
十
界
説
法
、
一
切
衆
生
随
時
依
境
心
起
慮
○
正
由
報
身
説
法
徳
、
諸
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仏
当
体
色
心
各
別
、
互
為
依
因
彼
対
此
々
対
彼
、
皆
是
本
有
応
身
内
用
也
、

於
本
有
応
身
有
証
道
八
相
、
如
此
三
身
化
用
名
本
覚
法
用
、
始
覚
分
別
之
時
、

由
果
海
円
満
徳
為
機
唱
八
相
成
道
化
儀
、
是
名
法
用
 

(日
本
思
想
体
系
九
・

三
四
七
頁
下
)

こ
こ
で
は
三
身
の
法
用
が
本
覚
の
立
場
か
ら
と
始
覚
の
立
場
か
ら
に

分
け
て
説
か
れ
て
い
る
。
本
覚
に
お
い
て
は
、
眼
に
色
を
見
、
耳
に
声

を
聞
く
こ
と
な
ど
が
す
な
わ
ち
法
身
に
よ
る
説
法
の
化
用
で
あ
り
、
時

に
随
い
境
に
依

っ
て
心
に
慮
を
起
こ
す
こ
と
が
報
身
説
法
の
徳
で
あ
り
、

色
や
心

の
諸
法
の
当
体
は
、
お
互
い
に
依
っ
た
り
、
因
に
な
っ
た
り
し

て
、
関
係
を
も

っ
て
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
が
本
来
の
応
身
の

内
用
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
始
覚

の
場
合
は
、
仏
が
衆

生
の
た
め
に
八
相
成
道
を
示
し
た
こ
と
が
、
法
用
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
お

い
て
の
始
覚
は
、
独
特
の
思
想
で
あ
る
本
覚
思
想
に
対
し
て
、

従
来

の
仏
教

の
あ
り
か
た
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
も

本
覚
を
勝

っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
始
覚
は
劣

っ
て
い
る
と
い

う
価
値
が
付
随
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
源
信
作
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
鎌
倉
時
代
初
期

の
成
立
と
さ
れ
る

『本
覚
讃
釈
』
の
記
述
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

問
、

二
切
凡
夫
無
始
自
来
未
悟
故
亦
不
皆
悟
入
、
彌
不
可
云
本
覚
之
身
、
答
、

対
中
間
始
覚
指
元
初
且
云
本
覚
歎
、
例
如
対
中
間
有
始
論
無
始
 

(日
本
思

想
体
系
九

・
三
五
一
頁
上
)

こ
こ
で
は

一
切
の
凡
夫
は
い
ま
だ
悟
っ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

中
古
天
台
に
お
け
る
始
覚
法
門

(桃

尾
)

本
覚
の
身
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
と

い
う
問
に
対
し
て
、
中

間

の
有
始
に
対
し
て
無
始
を
論
じ
る
よ
う
に
、
中
間

の
始
覚
に
対
し
て

元
初

の
本
覚
を
指
す
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
は

『大
乗
起
信
論
」

に
お
い
て
、
本
覚
に
よ
っ
て
不
覚
が
あ
り
、
不
覚
に
よ
っ
て
始
覚
が
あ

る
と
説
か
れ
て
い
る
の
と
、
同
じ
よ
う
な
意
味

で
用

い
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
源
信
作
と
も
、
皇
覚

の
作
と
も
伝
え
ら
れ
、
鎌
倉
初
期

の
成
立

と
さ
れ
る

『
三
十
四
箇
事
書
』
(別
名

『枕
雙
紙

』)
に
お
け
る
記
述
を

見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

妙
覚
成
道
事

問
、
妙
覚
成
道
者
、
於
何
処
唱
耶
、
答
、
妙
覚
成
道
者
、
於
理
即
二
念
心

唱
之
也
、
其
故
理
即
体
本
自
如
来
蔵
也
、
如
故
即
空
蔵
故
即
仮
理
故
即
中
故

也
、
平
等
法
界
本
来
常
住
不
改
云
妙
覚
云
寂
光
、
故
理
即
已
上
錐
不
同
ロバ是

理
即
内
徳
無
尽
沙
汰
也
、
故
善
悪
ロバ理
即

二
念
体
也
、
不
知
之
日
只
如
来
自

身
外
有
之
、
知
之
日
是

二
切
自
身
也
、
非
自
身
然
他
身
亦
爾
、
故
平
等
法
界

体
也
云
々
、
還
同
本
覚
云
意
也
、
妙
覚
成
道
於
理
即
唱
之
、
分
証
成
道
分
真

即
等
唱
之
、
非
究
竟
故
、
妙
覚
究
寛
平
等
故
於
理
即
唱
、
迷
悟
不
二
意
是
也
、

又
還
同
本
覚
云
事
、
能
々
可
習
之
、
名
字
位
分
論
還
同
本
覚
也
、
其
故
本
覚

唯
迷
始
覚
唯
覚
、
始
覚
本
覚
共
知

二
還
同
本
覚
云
也
、
錐
然
究
竟
還
同
妙
覚

也
、
能
々
可
習
之

(日
本
思
想
体
系
九
・
三
五
九
頁
上
)

こ
こ
で
は
妙
覚
成
道
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
妙
覚
成
道
は
本

来
理
と
し
て
の
仏
が
内
在
す
る
と
考
え
る
理
即
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
て

一
四
五
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い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
体
と
し
て
は
、
如
来
蔵
が
あ
げ
ら
れ
る
。
平

等
法
界
が
そ
の
ま
ま
悟
り
の
世
界
で
あ
る
こ
と
が
、
妙
覚

で
あ
り
寂
光

で
あ
る
と
す
る
。
だ
か
ら
善
も
悪
も
そ
の
ま
ま
仏
と
な
り
う
る
。
こ
の

こ
と
を
知

ら
な
い
問
は
、
如
来
は
自
分
自
身

の
外
に
存
在
す
る
が
、
こ

の
こ
と
を
知
れ
ぼ
、
如
来
を
含

め
た

一
切
が
自
分
自
身
と
同
化
す
る
。

ま
た
こ
れ
は
自
分
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
存
在
に
も
同
じ

事
が
言
え
る
。
だ
か
ら
平
等
法
界
の
本
体
で
あ
り
、
本
覚
に
帰

二
す
る

と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。
ま
た
分
証
成
道
は
分
真
即
に
お
い
て
唱
え

ら
れ
る
も

の
で
究
竟
の
も
の
で
は
な
い
が
、
妙
覚
成
道
は
究
竟
平
等
で

あ
る
か
ら
理
即
に
お
い
て
こ
れ
を
唱
え
る
と
し
て
い
る
。
迷
悟
不
二
と

い
う
の
は
こ
こ
で
い
え
る
の
で
あ
り
、
還
同
本
覚
と
い
う
の
も
そ
う
で

あ
る
。
名
字
即

の
位
か
ら
見
れ
ば
、
還
同
本
覚
を
分
け
て
論
ず
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
そ
う
す
る
と
本
覚
は
た
だ
迷
で
あ
り
、
始
覚
は
た
だ
覚

で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
究
竟

の
妙
覚
は
還
同
本
覚
で
あ
り
、
還
同

本
覚
か
ら
見
れ
ぼ
、
始
覚
と
本
覚
は

二
つ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
の
始
覚
は
究
極
的
に
は
本
覚
と
同

二
化
す
る
と
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
天
台
教
学
で
は
対
立
概
念
を
同

二
化
す
る
方
向
性
に
価
値
を

置
く
の
で
、
始
覚
と
本
覚
を
不
二
平
等
と
見
る
の
は
、
当
然
の
帰
結
で

あ
る
と

い
え
る
が
、
始
覚
即
ち
本
覚
と
い
う
の
は
、
既
に

『大
乗
起
信

論
』
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。

次
に
忠
尋
作
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
鎌
倉
中
期
頃

の
成
立
と
さ
れ
る

二
四
六

『漢
光
類
聚
』
の
四
巻
の
一
節
を
見
て
み
る
。

問
、
仏
起
三
毒
耶
、
答
云
云
、
若
起
三
毒
云
者
仏
無
上
覚
者
也
、
智
徳
断

徳
円
満
、
失
有
之
、
若
依
之
然
也
云
者
、
今
釈
、
衆
生
即
是
仏
云
其
衆
生
起

三
毒
様
釈
成
、
仏
起
三
毒
見
如
何
、
答
、
仏
三
毒
起
不
起
倶
不
可
有
相
違
、

此
事
浄
名
経
分
明
也
、
仏
有
二
義
也
、

二
始
覚
断
迷
仏
不
可
起
三
毒
、
二
本

覚
実
仏
衆
生
当
体
本
有
仏
果
也
、
此
仏
縦
起
三
毒
不
可
有
相
違
、
蘇
悉
地
経

釈
迦
為
浅
仏
提
婆
為
極
仏
此
意
也
、
慈
覚
大
師
受
此
文
、
浅
略
門
時
釈
迦
為

善
人
提
婆
為
逆
人
、
深
秘
門
時
釈
迦
提
婆
倶

一
如
也
、
秘
中
深
秘
門
時
釈
迦

断
相
修
顕
仏
故
為
浅
提
婆
不
転
本
極
妙
体
故
為
深
、
秘
秘
中
深
秘
門
時
非
釈

迦
非
提
婆
本
極
無
相
真
意
為
法
大
宗
釈
、
今
文
如
是
可
得
心

(日
本
思
想
体

系
九

・
三
九
七
頁
上
下
)

こ
こ
で
は
智
徳
と
断
徳
を
円
満
し
て
い
る
仏

が
、
三
毒
を
起
こ
す
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、
仏
に
は
二
義
あ
っ

て
、

一
は
三
毒
を
起
こ
さ
な
い
始
覚
断
迷
の
仏

で
、
二
は
衆
生
の
当
体

本
有
の
仏
果
で
あ
る
本
覚
の
実
仏

で
あ
る
と
し
、
こ
の
本
覚

の
実
仏
が

三
毒
を
起
こ
す
こ
と
は
間
違

い
で
は
な
い
と
し

て
い
る
。
ま
た

『蘇
…悉

地
経
』
で
釈
迦
を
浅
仏
と
し
、
提
婆
を
深
仏
と
し
て
い
る
も
こ
れ
と
同

じ
事
で
あ
り
、
慈
覚
大
師
円
仁

は
こ
の
文
を
受
け
て
、
「浅
略
門

の
時

に
は
釈
迦
が
善
人
で
提
婆
を
逆
人
と
す
る
が
、
深
秘
門
の
時
に
は
釈
迦

と
提
婆
は
と
も
に

二
如
で
あ
り
、
秘
中
深
秘
門

の
時
に
は
釈
迦
は
断
相

修
顕
の
仏
で
あ
る
が
故
に
浅
で
あ
り
、
提
婆
は
不
転
本
極
の
妙
体
で
あ

る
が
故
に
深
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
秘
秘
中
深
秘
門
の
時
に
は
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釈
迦
に
も
あ
ら
ず
提
婆

に
も
あ
ら
ず
、
本
極
無
相
の
真
意
を
法

の
大
宗

と
な
す
。」
と
釈
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
こ
で
の
始
覚
は
本
覚

の
深
に
対
し
て
浅
と
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り

本
覚
よ
り
劣

っ
た
も
の
と
し
て
意
味
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
円
仁

の
釈
と
さ
れ
る
文
の
中
に
は
、
始
覚
と
本

覚
を
等
価
値
と
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
始
覚
即
ち
本
覚
と
い
う

意
味
付
け
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

む
す
び

以
上
の
例
を
考
察
す
る
と
、
始
覚
と
い
う
三三口葉
に
は
お
よ
そ
三
種
類

の
使
わ
れ
方
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
つ
は
漸
教
的
な
仏
教

の
修
行

法
に
対
し

て
使
わ
れ
る
が
特
に
価
値
判
断
を
含
ま
な
い
場
合
で
あ
り
、

二
つ
目
は
同
じ
よ
う
な
使
わ
れ
方
で
は
あ
る
が
、
本
覚
と
反
対
概
念
と

し
て
用
い
ら
れ
、
本
覚
よ
り
も
劣

っ
た
も
の
と
い
う
価
値
判
断
が
付
随

し
て
い
る
場
合
、
そ
し
て
三
つ
目
は
そ
の
価
値
判
断
が
同
等

で
あ
る
か

あ
る
い
は
始
覚
即
ち
本
覚
と
い
う
場
合
で
あ
る
。

い
ず
れ

の
場
合
も

『大
乗
起
信
論
』
で
定
義
さ
れ
た
意
味
と
関
わ
り

が
あ
る
と

い
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
付
与
さ
れ
た
価
値
の
違
い
は
、
本

覚
思
想
に
お
け
る
始
覚
の
意
義
の
変
遷
や
そ
の
多
様
性
を
示
す
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

中
古
天
台
、
始
覚
、
本
覚

中
古
天
台
に
お
け
る
始
覚
法
門

(桃

尾
)

(四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
講
師
)

一
四
七
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126. The Shikaku (ŽnæS) Idea in Medieval Tendai Doctrine 

Kojun MoMoo 

This paper concerns the hongaku idea of medieval Japanese Tendai. A 

main problem is the meaning in which the word shikaku is being used. I first 

consider the meaning of the term in the Dacheng qixin lun. Then, I examine 

its use in a number of texts associated with hongaku thought. I conclude that 

the term is used in a variety of senses. 

127. A Consideration of the Missing Section of Genshin's Bodaishin-gi yo-

mon: Based on the Insei era manuscript owned by Kosan-ji 

Masazumi KOYAMA

For a long time, Genshin's Bodaishin-gi-yomon菩 提 心 義 要 文was

thought to be no longer extant. However, in l968, Sato Tetsuei佐 藤 哲 英

discovered a manuscript and introduced it to academic circles. This manu-

script is thought to be from the end of the Heian era or the Kamakura era.

However, because this manuscript lacked its beginning, the complete con-

tents could not be known. In examining whether or not another copy of the

Bodaishin-gi-yomon existed someplace else, I learned that there was a copy

in Kosan-ji高 山 寺. This research considers the missing section based on the

manuscript owned by Kosan-ji.

128. A Study of the Chinese Chan Master Nanyue Huairang (677-744) 

Yoshiki MATSUBARA 

There are three well known accounts of the Chinese Zen Master Nanyue 
Huairang (Jp. Nangaku Ejo): 1) he is the Dharma heir of the sixth Chinese pa-

triarch Huineng; 2) he is considered by later generations to be an important 
figure as the teacher of monk Mazu Daoyi (Jp. Baso Doitsu; 707-788); 3) ac-

cording to the historical account Baolin zhuan (Jp. Horin-den; 801), he 
achieved his enlightenment under the instruction of the Master Laoan (Jp.

1307


